
行 政 視 察 報 告 警

令和6年 15月 27 日

長浜市議会議長 中川 勇 様

長浜市議会議員竹本直隆

私が出席した次の行政視察の結果について報告 しま現

1.視察等名 令和6年度議会運営委員会行政視察研修

2.視察期間  令和6年5月 20日 (月 )～5月 21日 (火)   チ

3,視察場所及び目的

①長野県伊那市役所

議会改革の取組みについて

②長野県駒ヶ根市役所

議会改革の取組みについて

4.調査内容感想等

9視察の目的

伊那市おは「オンライン委員会 1 ・「市民との意見交換会 I う「政策サイク

アレの運用と市民サポーター制度Iの導入 。「請願、陳情の審査方法の見直し1 ・

「小 中高牛 の議会 や 「高棒 4〉 の青 甲1本権 会 1につ いマ

輸ヶ根市では「議会機能向上推進委員会J ・ F事業評価 I 。「議会基本条イ列J

の検部 I 。「平 ども美 菜奈義 1 ・ 「士′
l牛議 目の高 L監承 Iにつ セゝて

己ニ
ユ
Ｈ



。視察内容

「オ ンライ ン委 員 こつ い て ,■ コ ロ 感 染 席 喜 征It ナ により オ ン ラ /r 会 議ン

歩 澪 田 十 ス 喬持表 バ 耳と
｀
十 つ >歩 電子♭十て 牌 暫 F_日 の Ⅲ百翔除↓、オ ン ラ ノF で 沖 帝ン

で きる し、オ ンライ ン会議 システム つ 般 暫 闇 ‖膏
=降

承諾 を得 てで きの も

るな ど、長浜市ではない政 り組み ヰぅな 労1/1ッ て し るヽハ 「市民 との音 男凌 換会 |の

中では一般市民だ けで はな く、土曜 日 日曜 日狩イ寸 生 とヤ 中ヽ高 の音 見交換や議

会傍疎 オFど 辛ゝされてい るハ 「政策サイ ク ル の 渾 用 市 民サ ポと ―ター制度 |に

ついては議会特別 昌会 芹譜 詈 棺 棒 議 会 、 フ リー ス ピ― チ オFが 灘 会 力絡し の

て、サポ‐ター制 を作成 されたこと∩ 「請願 、陳情の 方法 の 見直 し |に

ついては、市民の に市に出向いてヰぅらい、議 員との交 によ り、罪 出 して

いただく① 「小中 生の議会傍聴 |については市議会選挙 無投票 になった こ

とを危惧 し、小中 生 に議会について興味を持 って もらうために議会傍聴や意

見交換会を開催 したことについて祝察 した∩

上 については の

検証に関すること ②議会機能向上に関すること③政策提 及び政策立案の推

「

進 に関す ることとなってお り、専門 な協議・ 絵討 ができる とを視察∩

「事業評価」については取 り組みされていて感 じる課題や問題′煮を具体的に

教えていただいた∩

「議会基本条例の検証 |については内本、及び今後強化されようとしている

ことについて視察 した A

「子 どモぅ未来会議 |(中 学生会議)については次代 ″担 う子 どモ)た ちが街づ

くりや議会への理解 を深 め、若い世代の祝点で駒ケ根市の街づ くりについて考

える機会を提供しようと開催 され、その成果について研修 したが、中学生 には

議会の仕組みやまちづ くりの興味、議 員の役割、地域への 着な どが強ま り、

理解 と満足度 も高かったが、市の職員、学校職員の負担が きく、継続が困難

との声 もあつた。

「女性議員の高比率 |について全国平均 18°/Oに対 して駒ケ 市議会では33°/0と



高 くなっている要因について研修をした。直接的な要因はわからないが「地方

選挙における立候補者の女性割合Jの数値を507ο に設定したことや、女性議員

の近隣3市議会との連携、勉強会などが成果を挙げているのではないかとのこ

とで 1ッ た ^

・行政視察の結果を本市にどのように反映させるか

「オンライン委員会 Iについては基本市役所内での委員会や会議は同じである

が事弄密的 に解決で き る 》 に つ セ てゝ はオ ン ライ ン化 の推准 参 考 に ′Fる 1ン ヽ

般質問順位 も導入すべきと思 う。また市議会例規 にも細か く、丁寧に明記され

ていて、参考 に して維准券図るべ芦と思 う^

議会改革などの内容については長浜市議会と遜色はなく、長浜市の方が進ん

でい る感 じは否 め セゝ
^ 岳浜市議会で取 り糸Rめて いない 改革 内祭 や、参考

とな るべ き市の ギゝこれからは重事になってくると思うハ


